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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和6年 5月１日発行

令和6年

5
No.600

���

T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

健康で元気に育て
たらまっ子！！

多良間島キィ゚ムから大会の練習 保育所に掲げられたこいのぼり

手づくりのこいのぼりを掲げる保育所の園児達



広報

多良間島キィ゚ムから大会 ～虎風館多良間道場 10 周年記念大会～ 開催

保育所でこいのぼり集会

令和6年3月23日（土）、多良間小学校体育館において「多良間島キィ ム゚から大会～虎風館
多良間道場10周年記念大会～」が開催された。虎風館多良間道場生24名をはじめ、東京都、
兵庫県、沖縄本島、宮古島から計58名が出場し、競い合った。結果は次のとおり。

▷形の部
〈 幼年  小学１、２年の部 〉
優　勝　川上凛心  ( Jr.NIPPON空手道)
準優勝　佐久本アムナ  (虎風館多良間)
 3　位　 平安名徠夢  (剛柔流獅空会)

〈 小学３、４年の部 〉
優　勝　西田伊都  (日本空手道名空会)
準優勝　安田怜以  ( Jr.NIPPON空手道)

〈 小学５、６年の部 〉
優　勝　福岡琉心  (日本空手道明空会)
準優勝　小林蒼昊  ( Jr.NIPPON空手道)
 3　位　 神田結丞  ( Jr.NIPPON空手道)

〈 中学の部 〉
優　勝　安里心  (Jr.NIPPON空手道)
準優勝　宮國安璃  (虎風館多良間)
 3　位　 湧川晴世  (虎風館多良間)

▷組手の部
〈 幼年  小学１、２年の部 〉
優　勝　佐久本アムナ  (虎風館多良間)
準優勝　佐久本真洋  (虎風館多良間)

〈 小学３、４年の部 〉
優　勝　金子陸玖  ( Jr.NIPPON空手道)
準優勝　安田怜以  ( Jr.NIPPON空手道)

〈 小学５、６年の部 〉
優　勝　福岡琉心  (日本空手道明空会)
準優勝　神田結丞  ( Jr.NIPPON空手道)

〈 中学の部 〉
優　勝　阪根勇人  (虎風館本部)
準優勝　宮國安璃  (虎風館多良間)

令和6年4月23日(火)、子ども達が元気で
強く育ってほしいという願いと、成長を祝っ
て、多良間保育所でこいのぼり集会が行わ
れた。園児の歌や各クラスからの出し物で、
とても賑やかな雰囲気であった。

手作りのこいのぼりを掲げる園児達

大会に出場した選手の皆さん 大会へ向けて合宿も行われました
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広報

令和 5 年度コミュニティ助成事業

一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事
業として、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備等、
地域づくりに等に対して助成を行う事業。地域のコミュニティ
活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向上に寄与することが目的とされております。

令和5年度、多良間村では以下の2事業が実施されました。

令和5年度コミュニティ助成事業で整備した大道区公民館が完成した。
石原大道区長は、「旧公民館は五十数年経過した建物のため老朽化が進み、新たな公民館

建設は数年前から計画されており、区民の念願だった公民館がようやく完成して、本当に
嬉しく思う。新しい大道区公民館を中心に、大道区発展のためこれからも頑張りたい。」と
話した。

また、大道子ども育成会会長は、「以前の公民館はコンクリ剥離や床抜けなどがあり、安
全面については保護者からの不安の声も上がっていた。新しくなった公民館では、子ども
達も一緒にたくさんのイベントを行える様に色々計画をしたい。」と話し、これからの地域
活動がより一層活発化する事が期待される。

今まで、仲筋字集落センターを利用する地域の皆さん
から一番要望があったのが冷房設備の整備をしてほしい
との声でした。字での役員会、村役場の担当との調整を重
ねて、今回、このコミュニティ助成事業を活用して冷房設
備を設置する事が出来ました。季節を選ばず利用しやす
い施設になったことで、沢山の方に、より良い環境で利用
してほしいと思います。本当にありがとうございます。

宝くじ助成金で大道区公民館が完成しました!!

仲筋字集落センター冷房設備整備事業

左から大道区長、副区長、会計

仲筋字会役員
(左から庶務、副会長、会長、会計)

大道区公民館の完成を喜ぶ区民の皆さん

大道区公民館新築事業
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広報

小値賀町は、長崎県の五島列島北部に
位置し、小値賀本島を中心に大小17の
島々から成り立ち、島のほとんどが西海
国立公園の指定を受けています。また、
世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キ
リシタン関連遺産」の構成資産である「野
崎島の集落跡」を有しています。

小値賀町には、リゾート施設もコンビ
ニもありませんが、自然があり、人情が
あり、おもてなしがあります。「何にもな
いけど何よりも大切なものがある」それ
が小値賀町の魅力です。

【《新名物》値賀咲の棒寿司】
値賀咲は、潮の流れが速い小値賀周辺

で育まれたブランド魚（イサキ）であり、
その肉質は引き締まり、独特の白色をし
ています。漁師たちは、一匹一匹を手釣

りし、丁寧に活け締めを行うことで、鮮
度と品質を最大限に保っています。ま
き餌を一切使用せず、自然の恵みだけで
育った値賀咲は、素材そのものの味わい
を楽しむことができます。

その値賀咲を使った名物「棒寿司」が
長崎俵物に町内で初認定を受けました。

値賀咲を贅沢に使った逸品で、その身
を酢で〆た値賀咲は、さっぱりとした味
わいと豊かな旨味が特徴です。そして、
丸ごと一本を白昆布で巻いた棒寿司は、
見た目にも華やかで、食欲をそそります。

初夏から夏にかけてシーズンとなる小
値賀町の海で育まれた値賀咲の棒寿司を、
自然に囲まれた小値賀の町とともにぜ
ひご堪能ください。

「日本で最も美しい村」連合
 九州ブロック広報リレー 長崎県小値賀町

藤松
レストラン

値賀咲の棒寿司　下記HPからご購入が可能です。

五島列島
マルシェ

出典 ： Kenkentravel

ふるさと
チョイス
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広報

令和6年3月6日（水）、多良間村コミュ
ニティー施設1階大ホールにおいて、令
和5年度多良間村ヤシガニ生息状況調査
の報告会が開催された。

講師は、沖縄県立芸術大学教授の藤田
喜久氏、(株)南西環境研究所の久高紘大
氏が務め、報告会には約20名の方が参加
した。藤田教授より「ヤシガニの生活史
と生態」や「多良間のヤシガニの保全に
向けて」の講演、久高氏より令和5年に実
施したヤシガニ生息状況の調査結果の

報告がおこなわれた。講演では、ヤシガ
ニは大きくなるのに長い時間を要する
ことや大型個体が減ってきていること
から、持続的にヤシガニを利用していく
ためには、大きな個体の採取は控える必
要があるとの提言があった。報告会後の
アンケートでは、『ヤシガニ（マクガン）
保護条例があることは知っていたが、内
容までは知らなかった』、『今後もヤシガ
ニを守っていきたい』との回答が多かった。

多良間村ヤシガニ生息状況調査　調査結果報告会

多良間村ヤシガニ生息状況調査
調査結果報告会の様子  （撮影：観光振興課）
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４月１日(月)、役場2階会議室において令和６年度辞
令交付式がおこなわれた。

伊良皆村長は挨拶で、「村民の皆様に仕事を通じて信
頼されるよう取り組む事が、組織の強さ、多良間村のよ
りよい村づくりに必ず繋がっていくと考える。住む人も
訪れる人もワクワクできる村を目指して、感謝と熱い思
いをもって頑張っていきましょう。」と述べた。

令和 6 年度　辞令交付式

令和 6 年度多良間村人事異動
職員氏名 新部署 旧部署 備  考

来 間  玄 次 政策参与 総務財政課長
異動 垣 花  志 織 議会事務局課長補佐 住民福祉課係長 昇任
異動 仲 間  智 也 総務財政課長 議会事務局長
異動 譜 久 村  雅 人 総務財政課係長 住民福祉課主査 昇任

糸 数  京 子 税務会計課課長補佐 税務会計課係長 昇任
亀 山  奈 々 江 税務会計課主査 税務会計課主事 昇任

異動 島 袋  雅 也 住民福祉課主査 土木建設課主査
異動 津嘉山 利枝子 住民福祉課主査 観光振興課主事 昇任
異動 伊 良 皆  理 奈 住民福祉課（保育所） 教育委員会（幼稚園）
異動 本 村  聖 土木建設課係長 総務財政課係長
異動 本 村  理 絵 観光振興課主事補 産業経済課主事補
異動 森 山  要 教育委員会（幼稚園） 住民福祉課（保育所）

山 城  美 都 貴 教育委員会主査 教育委員会主事 昇任
大 城  菜 美 総務財政課主事 総務財政課主事補 昇任
池 城  和 暁 産業経済課主事 産業経済課主事補 昇任
奥 原  勇 樹 土木建設課主事 土木建設課主事補 昇任

再任用 高 江 洲  克 一 空港管理課 空港管理課
再任用 本 村  和 也 土木建設課 土木建設課
再任用 比 嘉  清 作 農業委員会 農業委員会
再任用 仲 宗 根  春 光 空港管理課 空港管理課 短時間勤務

4月1日（月）、役場2階会議室において欠員となってい
た多良間村農業委員会委員に知念敏長さんが任命された。

農業委員会委員　知念敏長さん任命

広報

令和6年度辞令交付式の様子

令和6年４月１日付

多良間村農業委員会委員に任命された
知念敏長さん
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令和 5 年度  地域おこし協力隊活動報告会
令和6年3月21日(木)役場2階会議室において、令

和5年度地域おこし協力隊活動報告会が行われ、活動
成果や今後の取り組みについて報告した。

観光振興課　小川 裕二 （水納島観光ガイド業務及び育成業務・体験型観光商品の企画等・観光事業者との関係構築・情報交換の場づくり）

観光振興課　登 彰子  （観光ツアー企画・PR・ガイド）

産業振興課　吉村 俊  （農業振興　地場産品開発・販売等・高収益作物等の栽培・ハウス栽培の販路開拓、地域資源振興業務）

退任後

令和5年度活動内容

3年間の活動内容

3年間の活動内容

○東京農業大学体験学習(2023年10月21日～24日)
　�かぼちゃ生産組合の協力の下、東京農業大学の5名が農業体験。
○ハマダイコンPJ
���●����地上部生育の旺盛なナガシャキトゥブリの個体の交配作業
���●����接種時期により発芽率の差異がある
���●����多良間圃場：地域拠点施設前に産業経済課１Rクラブの畑を借り
栽培

���●����さやから種子を取り出して蒔く方が発芽率が高いが、生育次第
ではさやごと蒔くことも検討

○ふしゃぬふ観光協会での勤務
���●����昼食の調達が困難な観光客が多いと見受ける。今後飲食店が
増えてほしい。

���●����お土産数が約60品目に。来るたびにお土産が増えていて嬉しい
ですという声もある。

���●����今後は観光客だけでなく地域住民も使いやすい施設運営が必要。
入口前のスペースを使ったイベントの開催などはどうか。

���●����駄菓子屋を夏休みと12月の2回開いた。
　�小学校2年生、3年生の保護者からの依頼で出張駄菓子屋も開
いた。

○観光ガイド養成研修・ガイド活動
○�エフエムみやこラジオ番組｢ふしゃぬふ多良間の十時ゆくぅ｣で
島の情報を発信〈毎週(火)午前10時〉
○村広報誌へのコラム「あっきーの協力隊日記♪」連載
○オンラインサイクリングツアーの企画
○「日本で最も美しい村連合」
　長野県木曽町との交流物産展開催・
　黒糖＆味噌麹コラボ商品フィナンシェ発案　
　協力隊ネットワーク結成�北海道赤井川村から多良間村へ雪を送る
　企画『雪よ！届け！』
○�沖縄離島観光情報サイト「しまたび」への現地ガイドツアー
掲載／実施

○グリーンツーリズム研修参加・インストラクター資格取得
①�多良間へ定住。「日本で最も美しい村連合」の活動支援団体
に就職（立ち上げ）し、連合加盟町村の交流にも関わる。旅
行業の資格を活かした交流ツアーの企画・実施を担う。
②�広報コラムの執筆やラジオも継続。
③�「協力隊ネットワーク」OGとして引き続き活動。子供たちが
自身の村に誇りを持てるような体験学習や連合加盟の他地
域との交流を推進。
④�夏など観光客が増える時期には、サイクリングツアーなどの
ガイドもあわせて対応。シュノーケリングツアーも開催予定。

村実証圃場（水あり農業に向けて、多良間村が高収益作物を
実証栽培している畑）の管理。収穫した果物、野菜の販売。
���●����高収益作物（ニンニク、らっきょう、メロン、長ネギ、パッション
フルーツ、インドナツメ、ブロッコリー、カリフラワー）等の栽培。

���●����ニンニク・らっきょう先進地伊江島へ視察、栽培技術確立。
���●����パッションフルーツの先進地糸満市へ視察・電照栽培に挑戦。
現在４棟で栽培。

���●����村で導入している農機の活用、堆肥散布車やひっぱりくん
長ネギの植え付け：自走式ひっぱりくん
ニンニク、らっきょうの植え付け：牽引式ひっぱりくん

���●����収穫したズッキーニ、玉ねぎ、オクラなどを役場やスーパー
で販売

���●����定期的な青空市場の開催で地産地消。石焼き芋の販売で甘
蔗も盛り上げたい。

���●����赤土流出防止のためにベチバーを植え付け
���●����宮古島で認定を受けている指導農業士のもとで体験型研修
を受ける。
　（有機栽培やソーラーを使った栽培方法、宮古島での販路について）
���●����新規就農サポート講座、農薬講習会の受講
���●����大型特殊免許、車両系免許の取得
���●����さとうきび刈り、電灯潜りの習得

広報

左から登彰子さん、小川裕二さん、伊良皆村長、吉村俊さん
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宮古製糖多良間工場  季節工宿舎新築工事地鎮祭

4月から多良間駐在所に赴任しました、當
とう ま 

眞 将
しょう　

と申します。沖縄市
出身の50歳です。平成13年に警察官を拝命しましたので勤続23年目に
なります。勤務経歴は刑事や警備が長く、駐在所勤務も離島勤務、単身
赴任も初めてです。島にたった一つしかない駐在所ですので、私が島に
おける警察行政の全ての窓口を担っていると思うと、責任の重大さをひ
しひしと感じているところです。

運転免許関係など、不慣れな業務もありますので、最初は皆様にご迷
惑をかけることもあるかと思いますが、一所懸命に勉強して、早くテキ
パキと業務をこなせるように頑張ります。

また、皆様に早く顔と名前を覚えてもらうため、御挨拶を兼ねて、各
家庭や職場などを訪問させていただきたいと考えておりますので、その
折には、皆様の御理解とご協力をお願いします。

多良間村の皆さん、初めまして。4月から
普及員として多良間島に来ました。出身は
鹿児島県徳之島(肉用牛、サトウキビが盛ん
で、闘牛、泉重千代翁が有名)です。

サトウキビや畜産、園芸作物など農業全
般の技術支援、担い手育成のサポートを中心に行います。採用3年目でま
だまだ経験の浅い私ですが、日々精進して多良間島のために頑張ります
ので皆さんどうぞよろしくお願いします。

普段は親しみやすい駐在さん、いざという時には頼りになる駐在
さんを目指しながら、住民の皆様の安全安心な暮らしに貢献して
いけるよう頑張りますので、どうぞよろしくお願いします。

仕事だけでなく、地域の行事にも参加し、皆さ
んと交流できることを楽しみにしています。

令和6年4月19日(金)、宮古製糖多良間工場の季
節工宿舎新築工事地鎮祭が行われ、伊良皆村長を
はじめ関係者が参加した。伊良皆村長は「働き方
改革の対応として宿舎を増やすことになった。安
全祈願を通して、無事故無災害で工期内の完了と
来期の操業が立派にできるものと思う。関係各位
のご協力を賜りながら安全な工事をお願いしたい。」
と述べた。

趣味
スポーツ観戦、バスケットボール

好きな言葉
諦めたらそこで試合終了だよ

趣味　
・ 筋トレ、バレーボールなど
・ 観葉植物を育てること

沖縄県宮古農林水産振興センター

農業改良普及員
多良間駐在普及員

春島 大河さんを

紹介します!!紹介します!!

多良間駐在所

當眞 将 さんを

紹介します!!紹介します!!

広報

くわ入れを行う様子
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特殊詐欺の被害防止
　特殊詐欺とは、被害者に電話をかける、電子メールで連絡してく
るなどして、被害者と直接対面することなく信頼させお金を騙し取
る犯罪で、オレオレ詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐欺、還付金詐
欺など、様々な手口があります。

お金をだまし取る方法としては
○ 銀行へ振り込ませる
○  ギフトカード(電子マネー)を購入させ裏面のカード番号を送信

させる
○  直接、お金やキャッシュカードなどを受け取りに来る

などがあります。
※ 特殊詐欺被害に遭わないために!

○ 知らない電話番号や非通知の電話には出ない!
○ 電話やメール、SNSでお金の話が出たら、詐欺を疑いましょう!
○ 一人で判断せず、家族、知人、相談機関に相談しましょう!

生活経済事犯未然防止
生活経済事犯とは

知的財産権侵害事犯 ： 商標権や著作権などの知的財産権を侵害する
悪 質 商 法 事 犯 ： 投資を装って金を集めたり高齢者を狙って不必要な工事を行う
ヤ ミ 金 融 事 犯 ： 無登録や違法な金利で金銭を貸し出す
食の安全に係る事犯 ： 産地偽装など家庭の食卓を脅かす
保 健 衛 生 事 犯 ： 医薬品の無許可販売など人体に危害を及ぼす
環 境 事 犯 ： 不法投棄や野焼きなど生活環境を破壊する

など、村民の日常生活の安全と安心に大きな脅威を与える事犯のことをいいます。

※ 被害を受けないために！
○ 「絶対儲かる」等の話には必ず落とし穴・・・
○ 一人で判断せず、家族、知人、相談機関に相談!
○ つられて返事をしない！すぐに契約をしない!
○ はっきり!きっぱり!ことわる!

自転車安全利用5則
１  自転車は車道通行が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先
２  交差点では、信号と一時停止を守って、安全確認
３  夜間はライト点灯
４  飲酒運転禁止
５  ヘルメット着用

駐在員が各ご家庭や、職場を訪問しますので、ご理解とご協力をお願いします。

宮古島警察署　☎ 72-0110
多良間駐在所　☎ 79-2010

自転車のツーロックを !

多良間駐在だより

広報
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自
治
体
の
採
用
難
、若
手
の
離
職
。ど

こ
の
職
場
で
も
人
手
不
足
の
時
代
、今
後

ど
う
乗
り
切
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
の
ほ
か
に

も
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が
山
積
す
る
中
、

職
員
の
業
務
量
は
増
加
し
、複
雑
化
す
る

な
ど
職
員
へ
の
負
荷
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
で
も
限
ら
れ
た
職
員
数
で
持

続
的
か
つ
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。年
度
始
め
に
当
た
り
、私

自
身
を
含
め
役
場
職
員
と
も
ど
も
次
の
よ

う
に
、肝
に
銘
じ
る
次
第
で
す
。

10
年
後
、20
年
後
の
多
良
間
村
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
蒔
く
種
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
様
々
な
事
業
で
す
。多
良
間
村
の

未
来
は
、こ
の
一
瞬
か
ら
蒔
き
始
め
る
種

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。私
た
ち

は
、過
去
に
ど
ん
な
種
を
蒔
い
て
き
た
で

し
ょ
う
か
。自
分
の
蒔
い
て
き
た
種
が
芽

を
出
し
、咲
い
た
花
が
今
の
自
分
自
身
で

す
。そ
し
て
今
の
多
良
間
村
で
す
。今
か

ら
質
の
良
い
種
を
蒔
け
ば
自
分
自
身
の

未
来
、多
良
間
村
の
未
来
は
明
る
い
も
の

に
な
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

要
は
村
民
の
皆
様
に
仕
事
を
通
じ
て

信
頼
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
よ
く
し
て
も

ら
っ
た
。助
か
っ
た
。要
望
し
た
け
ど
職

員
か
ら
で
き
な
い
理
由
の
説
明
を
受
け

て
よ
く
わ
か
っ
た
」等
の
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

な
考
え
方
を
共
有
し
て
、取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、組
織
の
強
さ
、多
良
間
村
の

よ
り
よ
い
村
づ
く
り
に
、必
ず
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
た

ち
が「
日
々
多
良
間
村
の
職
員
と
し
て
働

か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
感
謝
す
る
」「
村

民
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
す
る
」

「
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
て
、業
務
に

取
り
組
む
」こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
公
務
員

と
し
て
、社
会
人
と
し
て
、当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
や
ろ
う
」と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。約
束
し
た
事
は
必
ず
守

る
、時
間
は
守
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。常

識
と
し
て
、こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
も
の

は
、き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。仕
事
を
す
る
う
え
で
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

残
念
な
が
ら
、一
生
懸
命
仕
事
を
し
て

い
て
も
ミ
ス
は
あ
り
ま
す
。大
事
な
こ
と

は
そ
の
時
の
対
応
で
あ
り
ま
す
。真
摯
に

反
省
を
し
、ミ
ス
の
原
因
、改
善
策
を
見
つ

け
出
し
、改
善
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
重
大
事
故
を
起
こ
さ
ず
に
済

み
ま
す
。大
失
敗
を
し
な
い
た
め
の
肥
や

し
と
し
て
、小
さ
な
失
敗
を
失
敗
と
捉
え

気
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。こ

う
し
た
私
た
ち
の
仕
事
を
通
じ
て
の
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
、必
ず
や
村
民
の
皆

様
に
信
頼
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、い
い
村
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

業
務
遂
行
上
の
基
本
的
な
仕
事
に
お
け

る
改
善
に
、終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。デ

ジ
タ
ル
化
も
含
め
、時
代
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。現
状
に
合
わ
な
い
や
り
方
で

あ
れ
ば
、躊
躇
な
く
見
直
す
勇
気
が
必
要

で
す
。そ
れ
が
ひ
い
て
は
生
産
性
を
高
め
、

働
き
方
を
変
え
、新
し
い
役
場
へ
の
転
換

に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。い
ら
な
い
も
の
ま
で
抱
え
込
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。逆
に
ど
う
し
て
も
必
要
な

も
の
を
、お
ろ
そ
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
の
辺
の
見
極
め
る
力
を
も
っ
て
、し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、私
た
ち
は
、人
口

減
少
の
克
服
へ
の
地
道
で
息
の
長
い
努

力
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、豊
か
な
自
然

や
暮
ら
し
や
す
さ
、地
域
の
絆
、一
人
ひ

と
り
の
存
在
の
大
き
さ
、数
字
に
表
れ
な

い
魅
力
や
幸
福
度
と
い
っ
た
多
様
な
価

値
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

し
て
、お
互
い
に
認
め
合
い
、助
け
合
い
、

あ
き
ら
め
ず
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ

と
の
な
か
か
ら
、希
望
の
光
が
広
が
っ
て

い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。私
た
ち

は
、村
民
の
皆
様
と
と
も
に
、そ
の
先
頭

で
奮
闘
す
る
一
員
で
あ
り
続
け
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

ひとりごと
令和6年5月

広報
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『
美
味
し
い
水
』と『
安
全
な
水
』

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲
ん
だ
こ
と

あ
り
ま
す
か
。美
味
し
い
と
感
じ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。飲
む
の
は
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
だ
け
、と
い
う
人
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
違

い
に
つ
い
て
、考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
容
器
に
入
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、水
道
水
は
配
水
管（
パ
イ
プ
）を
通
っ
て
、

各
家
庭
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム（
カ
ル
キ
と
呼
ば
れ
る
）と
い
う
薬

品
で
す
。水
道
水
が
安
全
で
あ
る
た
め
に
は
、

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
す
。一

方
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
は
、次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
の
で
、飲
み
残
し
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
と
水
道
水
で
は
、前
者
の
方
が
、菌
が

発
生
し
や
す
い
の
で
、早
め
に
飲
み
き
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

 

令
和
６
年
5
月
号

第
27
回

水
道
担
当  

清 

村

の

水
道

 

令
和
６
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

       『
わ
た
る
ま
え

 　

        

わ
す
れ
ず
か
く
に
ん 

　
　

 　
　

           

み
ぎ
ひ
だ
り
』

令
和
6
年「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」が
4
月
6
日(

土)
か
ら
15
日(

月)

の
期
間
で
実

施
さ
れ
、各
所
に
て
地
域
住
民

に
よ
る
立
哨
が
行
わ
れ
た
。

出
発
式
で
多
良
間
駐
在
所

當
眞
警
部
補
は
、「
地
域
や
職

場
、家
庭
に
お
い
て
交
通
安
全

の
輪
を
更
に
広
げ
る
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、譲
り
合

い
の
心
、マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル

の
順
守
、そ
し
て『
わ
た
る
ま

え 

わ
す
れ
ず
か
く
に
ん 

み
ぎ

ひ
だ
り
』の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。」と
挨
拶
し
た
。

こ
の
運
動
は
、広
く
国
民
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及・浸
透

を
図
り
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
、交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

全国交通安全運動 出発式の様子

ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ

予
算
会

広報

旧
正
月
後
初
め
の「
み
づ
の
と 

み
」

の
日
で
あ
る
、令
和
６
年
３
月
30
日

(

土)

に
ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
予
算
会
が

も
た
れ
た
。ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
は
旧
暦

五
月
に
豊
年
の
感
謝
と
祈
願
を
主

に
し
た
祭
り
で
、今
年
は
５
月
29
日

に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

予算会の様子(南宗根(パイシュニ))
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年金相談会開催します！

公的年金の普及・啓発動画

平良年金事務所が来島し、下記の日程で年金相談会を開催します。

？これまでの年金加入記録や納付状況が知りたい
？将来もらえる年金額はいくらだろう？
？年金の通知が届いているが、内容を詳しく教えて欲しい。

など、なんでもご相談下さい。

【日　時】 令和６年７月10日（水）　11時 ～17時まで
【場　所】 多良間村役場　１階会議室

公的年金制度の普及・啓発を図るため、
厚生労働省や日本年金機構では様々な動画を作成しています。

公的年金はみんなの強い昧方
公的年金制度のメリットや国民年金保険料の納付方法および免除・猶予制度について、高
校生から 20歳前後の若年層の方々向けにアニメ―ションを用いてわかりやすく伝える
ことで、年金を身近に感じて、制度の理解を深めていただくことを目的とした動画です。

 お電話にて予約受付をしますので
平良年金事務所（0980-72-3650ガイダンス
①→②）または住民福祉課（79-2623）まで
ご連絡下さい。

ここでご紹介した動画は、機構 HPに掲載しています。
右の二次元コードまたは以下の URLからご覧ください。

「年金について学ぼう」
https://www.nenkin.go.jp/service/learn/index.html

広報
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あ
っ
き
ーの
協
力
隊
日
記

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、観
光
振
興
課・「
美

し
い
村
連
合
推
進
担
当
」の
あ
っ
き
ー

で
す
♪

Ｏ
Ｇ
と
な
っ
て
早
二
ヵ
月
、相
変
わ

ら
ず
ラ
ジ
オ
や
ガ
イ
ド
な
ど
な
ど
で
楽

し
い
多
良
間
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、私
の
肩
書
が「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
」か
ら
、「
美
し
い
村
連

合
推
進
担
当
」と
な
っ
て
い
る
の
に
お

気
づ
き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。実
は
、週
に
１
日
役
場
で
お
仕

事
を
続
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
す

が
、メ
イ
ン
の
業
務
は
こ
ち
ら「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」に
関
わ
る
お
仕

事
な
ん
で
す
。

協
力
隊
時
代
、様
々
な
連
合
の
イ
ベ

ン
ト
や
会
議
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
も
あ
り
、連
合
関
係
の
協
力
隊
の
友

人
も
全
国
に
多
く
出
来
ま
し
た
。連
合

に
所
属
す
る
町
村
の
協
力
隊
で
有
志
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、様
々
な
情
報

交
換
や
イ
ベ
ン
ト（
物
産
展
の
開
催
な
ど
）

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。多
良
間

で
も
、連
合
加
盟
町
村
の
物
産
展
を
開

催
し
て
い
た
の
で
、ご
記
憶
に
あ
る
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、皆
様
ご
期
待
の（
？
）「
美
し

い
村
物
産
展
」が
、今
年
も
や
っ
て
き
ま

す
よ
！
詳
細
な
日
程
は
ま
た
後
程
告
知

さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、６
月
の
中
旬
に
、

「
青
森
県
」と「
岐
阜
県
」の
連
合
加
盟

村
の
特
産
品
が
多
良
間
に
や
っ
て
き
ま

す
！
も
し
か
し
た
ら
協
力
隊
の
皆
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
!?

ど
こ
の
町
村
か
気
に
な
る
方
は
、加

盟
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
観
光
振
興

課
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

予
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね（
笑
）。こ

れ
か
ら
も「
美
し
い
村
」の
輪
を
ど
ん
ど

ん
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、ど
う

ぞ
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
♪

つつが虫病に注意つつが虫病に注意
ツツガムシは、草むらにいます！

予防

被害は、被害は、初夏（5〜6月）初夏（5〜6月）とと秋（10〜12月）秋（10〜12月）に草刈り、農作業、釣りのときに刺されることが多いに草刈り、農作業、釣りのときに刺されることが多い

ツツガムシにくっつかれないように、
草むら（畑・海岸）に入るときは

❶長袖、長ズボン、手袋、長靴を着用する
❷虫除け剤※を使う（※成分に ディート を含むもの）

❸草むらで座らない （座る場合は敷物を使う）
❹草むらで脱いだ衣服を放置しない
❺入った後はすぐに必ず入浴（シャワー）する
❻衣服を使い回さずに、その日で洗濯する
❼ツツガムシのすみかとなる不要な草むらを減らす 沖縄県衛生環境研究所撮影

米粒との比較

ツツガムシ

お問い合わせはお問い合わせは 沖縄県宮古保健所 ☎︎73-5074 沖縄県宮古保健所 ☎︎73-5074 宮古保健所 つつが虫病について

広報
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多
良
間
関
係
者
で
は
、理
事
に

渡
久
山
英
男
氏
ら

友
寄・平
敷
屋
ら
合
同
慰
霊
祭
実

行
委
員
会（
共
同
代
表
６
名・友
寄
安

乗
関
係
者・筆
頭
代
表 

島
袋
現
市
）で

は
、６
月
29
日（
土
）午
後
２
時
よ
り

処
刑
場
跡
の
恵
比
寿
神
社
で
、没
後

２
９
０
年
合
同
慰
霊
祭
を
執
り
行
う
。

友
寄
安
乗
、親
泊
直
増
、平
敷
屋

朝
敏
、禰
覇
朝
謫
、屋
良
宣
蕃
の
仲

間
５
人
の
末
裔
の
家
族
並
び
に
発
起

人
が
一
同
に
会
し
て
御
霊
が
安
ら
か

に
眠
る
こ
と
を
祈
願
す
る
。他
の
共

同
代
表
者
は
、島
袋
清・外
間
敬（
友

寄
安
乗
関
係
者
）、屋
良
宣
克（
屋
良

宣
蕃
関
係
者
）、そ
し
て
坂
井
浩
二

（
平
敷
屋
朝
敏
関
係
者
）、東　
武（
発

起
人
会
）が
務
め
る
。

多
良
間
関
係
者
で
は
、理
事
に
渡

久
山
英
男・垣
花
拓
実（
発
起
人
会
）、

監
事
に
徳
永
美
智
子（
発
起
人
会
）が

運
営
に
関
わ
る
。同
実
行
委
員
会
で

は
、多
良
間
村
か
ら
平
敷
屋
朝
敏
縁

故
の
会（
会
長
友
利
哲
市
）な
ど
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

■
処
刑
の
背
景
と
朝
敏
の
遺
念

こ
こ
で
処
刑
の
背
景
に
少
し

触
れ
て
み
る
。説
は
幾
つ
か
あ
る
。

平
敷
屋
と
友
寄（
王
府
高
官
）が
蔡

温（
三
司
官
）を
排
斥
し
よ
う
と
し

て
在
番
奉
行
に
投
書
し
た
と
こ
ろ
、

奉
行
は
そ
の
投
書
を
蔡
温
に
知
ら

し
め
た
。平
敷
屋
と
友
寄
お
よ
び

共
に
事
を
起
こ
そ
う
と
し
た
15
名

は
、こ
と
ご
と
く
捕
ら
え
ら
れ
て
、

安
謝
で
処
刑
さ
れ
た
。彼
の
処
刑

の
日
に
は
首
里
城
眼
下
の
ハ
ン
タ

ン
山
の
赤
木
に
蝶
が
天
を
覆
う
ぐ

ら
い
に
無
数
に
飛
び
交
っ
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。時
の
人
は

こ
れ
を
平
敷
屋
ら
の
遺
念
の
魂
が
、

蝶
と
な
っ
て
飛
び
回
っ
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

■
妻
真
鍋
、死
別
と
生
別
れ

朝
敏
の
処
刑
に
は
、妻
真
鍋
と
長
男

朝
良
が
立
会
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
。雍

正
12（
１
７
３
４
）年
甲
寅
６
月
26
日

（
旧
）の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、一
家
離
散
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
。長
年
連
れ
添
っ
た
最
愛
の

夫
の
最
期
を
見
届
け
た
い
と
い
う
一

心
の
真
鍋
は
、嫡
子
朝
良（
15
歳
）を

連
れ
添
い
、安
謝
で
張
付
け
に
さ
れ

た
朝
敏
と
再
会
す
る
。今
生
の
別
れ

と
な
っ
た
夫
婦
子
の
悲
惨
極
ま
る
心

境
は
筆
舌
に
尽
し
難
い
。

王
府
は
縁
者
も
流
刑
と
決
定
し
て

い
た
の
で
、真
鍋
と
娘（
３
歳
）は
与

那
城
間
切
の
高
離
島（
宮
城
島
）に
流

さ
れ
た
。娘
は
栄
養
失
調
で
亡
く
な

り
、母
も
憔
悴
し
て
淋
し
い
生
涯
を

閉
じ
て
い
る
。

■
朝
敏
と
蔡
温
と
多
良
間
島

多
良
間
島
に
は
和
文
学
者
平
敷
屋

朝
敏
が
眠
り
、そ
し
て
琉
球
王
府
の

三
司
官
蔡
温
の
思
想
が
脈
々
と
息
づ

く
。こ
の
相
反
す
る
人
物
が
多
良
間

島
で
繋
が
っ
て
い
る
と
言
う
歴
史
の

巡
り
合
わ
せ
は
不
思
議
で
あ
る
。多

良
間
島
は
蔡
温
の
風
水
思
想
で
集
落
、

屋
敷
林
、村
抱
護
が
形
成
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

■
次
男
長
助
か
ら
多
良
間
島
で

　
子
孫
繁
栄

朝
良
は
多
良
間
の
水
納
島
に
流
さ

れ
、そ
の
後
多
良
間
島
に
移
り
住
み
、

妻
子
も
な
い
ま
ま
三
十
一
歳
で
死
去

し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。次
男
長
助

は
幼
い
と
い
う
こ
と
で
伯
父
の
大
宜

見
親
方
朝
楷
に
預
け
ら
れ
、そ
の
後

多
良
間
に
流
さ
れ
た
。長
助
は
ナ
カ
ッ

ト
ヤ
ー（
嵩
島
家
）の
長
女
を
め
と
り

一
男
二
女
を
さ
ず
か
っ
た
。

長
女
は
ウ
ル
カ
ヤ
ー（
石
原
家
）に

二
女
は
ヘ
ー
キ
ィ
ム
ヤ
ー（
川
平
家
）

に
嫁
い
で
繁
栄
し
て
い
る
。

長
男
次
良
は
五
名
の
男
の
子
を
さ

ず
か
り
、長
男
真
刈（
マ
ク
ル
ヤ
ー
喜

納
家
）、次
男
真
佐
七（
マ
イ
ツ
ヤ
ー
謝

敷
家
）、三
男
金
松（
ア
ガ
リ
ダ
ト
ゥ
与

那
覇
家
）、次
良
の
側
室
の
長
男
山
戸

（
ヤ
マ
ト
ゥ
ヤ
ー
長
崎
家
）、次
男
兼
三

（
ヤ
マ
ト
ゥ
ヤ
ー
平
安
名
家
）と
、そ
の

子
孫
が
島
内
外
に
広
く
繁
栄
し
て
い

る
。（
来
間
）

平敷屋朝敏ら没後290年合同慰霊祭
～ 6 月 29 日、那覇市安謝恵比寿神社で ～

友寄安乗、親泊直増、平敷屋朝敏、禰
ね は

覇朝
ちょうたく

謫、屋良宣蕃
～没後290年合同慰霊祭のお知らせ～

2024年には、平敷屋朝敏らが1734年6月26日に「国家の御内題相企んだ悪逆無道の族者」として
安謝港において処刑された、いわゆる「落書事件」から290年の節目を迎えます。しかしながら、事
件の真相は未だ明らかではなく、琉球王府の正史と称される「中山世譜」や「球陽」にも記録されな
いなど謎に包まれたままです。「落書事件」の背景には、薩摩による冊封貿易の独占状態や過重な
年貢による搾取など当時の琉球の困窮した時代背景があったと云われており、決して「悪逆無道
の族者」ではなかったと考えられます。

このことは、「歴代の国王が処刑を悔やんで毎年8月の彼岸に久場川の離宮において密かに祭祀
を行わせ霊を慰めていた（喜舎場朝賢著『東江随筆』）」との記述から窺い知ることが出来ると思い
ます。

今般、5人の末裔およびその家族並びに発起人が一同に会して処刑場跡の恵比寿神社において
合同慰霊祭を催し、5人の御霊が安らかに眠ることを祈願すると共に参加者の相互の親睦を深め
ることを主な目的として下記のとおり開催します。

記
◆日時：2024年6月29日（土）午後2時　◆場所：恵比寿神社（那覇市安謝）
主催：「友寄安乗、親泊直増、平敷屋朝敏、禰

ね は

覇朝
ちょうたく

謫、屋良宣蕃」合同慰霊祭実行委員会

2025年は
朝敏生誕325年

「平敷屋朝敏を偲ぶつどい（朝敏
没後285年）」2018年7月28日（旧

6月26日） 多良間島 里之子墓

広報
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編
集
後
記

●  だんだんと夏に近づいていることを感じさせる暑さが続いていますね。5月は各郷友会交
流グラウンドゴルフ大会やピンダアース大会、スツウプナカなども予定されていますので、
体調を整えながら、多良間村を熱く盛り上げていきましょう！

●  広報たらま縮刷版が完成しました！平成17年1月から令和3年12月までの広報たらまが2巻
にわたって掲載されています。役場総務財政課、村立図書館、村ホームページで見ること
が出来ますので、皆様ぜひ
ご覧下さい。

●  今月も広報誌へご協力頂い
た皆様、ありがとうござい
ました。（大城）

広報たらま縮刷版1巻、2巻　CD-ROM版もあります

4月10日（水）、村長室で台風特別警報を想定し
たホットライン訓練が行われた。

これは、多良間村に重大被害が発生すると想定
される場合に、宮古島気象台が多良間村に今後
の見通し等の情報提供や助言を行い、避難指示
等の判断や防災対策を支援するものである。

今回は台風特別警報を想定し、担当者間、伊良
皆村長と気象台台長間、村長との連絡が取れな
い事態を想定し運天副村長と気象台台長間の訓
練も行われ、伝達方法の確認を行った。

４月16日（火）に船ウガンが執り
行われた。伊良皆光夫村長を始め
JA多良間の與那覇支店長、多良間
海運の池城課長など、関係者が御
嶽に集い、多良間村の文化、経済、
教育の発展を支えるフェリーたら
まⅢの航海の安全を祈願した。泊
御嶽、イビの拝所、普天間御嶽を
まわり、各所で果物や餅をお供え
し、安全祈願のお祈りを行った。

令和６年度ホットライン訓練

船うがん  フェリーたらまⅢの安全祈願

広報

宮古島地方気象台台長と連絡を取る伊良皆村長

船ウガン　イビの拝所にて
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（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所 79 –2162

停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    529  （–8）
総人口 1,032  （–20）

男 564 女 468

区　別 人　口 世帯数
土　原 59（–6） 35（–2）
天　川 79（0） 47（0）
津　川 90（0） 46（0）
宮　良 68（0） 32（1）
嶺　間 148（–5） 68（0）
大　道 169（–6） 89（–6）
大　木 259（–2） 120（0）
吉　川 156（–1） 89（–1）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 1 死　亡 0
転　入 6 転　出 24

（令和６年３月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう

救急車出動 …4件 …3件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数3月

● 兼本 武雄  様（石垣市） ● 坂下 美枝子 様（神奈川県）
広報誌へのご寄付ありがとうございます。

多良間小学校、中学校  新一年生の皆さん  入学おめでとう！

多良間中学校入学式は４月９日（火）
に行われ、新しい制服に袖をとおした新
入生11名が中学校の門をくぐった。校
訓である「至誠」のもと何事にも真心を
持って一生懸命取り組み、仲間と共に最
高の学校生活を送ることに期待を膨ら
ませた。

多良間小学校入学式は４月10日（水）に
行われ、ピカピカのランドセルを背負った
新入生３名が初登校。児童会長森山丈一郎
さんは「多良間小学校は笑顔とやる気がいっ
ぱいの楽しい学校です。学校でわからない
ことがあったら、頼れるお兄さんお姉さんが
助けてくれます。多良間小学校の五十八名
で楽しい学校にしていきましょう」と歓迎した。

多良間中学校入学式 多良間小学校入学式

照屋 雅史
テキストボックス
24040399_広報たらま2024年5月号




